
役

「女
おんな

の子
こ

だから…。」「男
おとこ

の子
こ

だから…。」ではなく、性
せいべつ

別

にかかわらずひとりひとりの個
こ

性
せい

を活
い

かし、みんなで意
い

見
けん

を

出
だ

し合
あ

って協
きょう

力
りょく

して決
き

めることを「男
だん

女
じょ

共
きょう

同
どう

参
さん

画
かく

」といいます。

みんなで、男
だん

女
じょ

共
きょう

同
どう

参
さん

画
かく

について考
かんが

えてみましょう。

男女共同参画啓発リーフレット 小学生用

坂 戸市

な が 主み ん
だん じょ きょう どう さん かく

しゅ やく



自
じ

分
ぶん

の好
す

きなもの、やりたいことを選
えら

びたい

弟
おとうと

や妹
いもうと

の世
せ

話
わ

が好
す

きだから、

将
しょう

来
らい

は保
ほ

育
いく

士
し

になりたいな。
でも、お父

とう

さんからもっと男
おとこ

らしい仕
し

事
ごと

が

あるんじゃないって言
い

われたよ。

　「女
おんな

の子
こ

だから〇〇」「男
おとこ

の子
こ

だから〇〇」と言
い

われたことはありませんか？
そのとき、どんな気

き

持
もち

ちでしたか？ 得
とく

意
い

なこと、好
す

きな色
いろ

、好
す

きな食
たべ

べ物
もの

、将
しょう

来
らい

の夢
ゆめ

な
ど私

わたし

たちだれもが「自
じ

分
ぶん

らしさ」があります。「女
おんな

の子
こ

だから」「男
おとこ

の子
こ

だから」ではなく、

自
じ

分
ぶん

が好
す

きな物
もの

を選
えら

んだり、

やりたいことが

できるようにするには、

どうしたらいいかな？

相
あい

手
て

のことを認
みと

め、

相
あい

手
て

の選
えら

んだものを

大
たい

切
せつ

にすることが

大
だい

事
じ

だよね。

好
す

きなサッカーチームのマークがついてい

る帽
ぼう

子
し

は宝
たから

物
もの

。でも、お母
かあ

さんは女
おんな

の子
こ

らしいかっこうをしてほしいって言
い

うんだ。

！

サッカーが大
だい

好
す

き！

「女
おんな

の子
こ

らしい」って何
なん

だろう？

「男
おとこ

らしい」仕
し

事
ごと

ってどんな仕
し

事
ごと？

みんなの を大
た い

切
せ つ

にしましょう。
じ

自
ぶん

分 ら し さ



家
か

事
じ

は誰
だれ

の役
やく

目
め

家
か

族
ぞく

が気
き

持
もち

ちよく生
せい

活
かつ

するためには、いろいろな家
か

事
じ

があるよね。

あなたの家
いえ

では誰
だれ

がやっているのかな。　　　　        の中
なか

に書
か

いてみよう。

家
か

族
ぞく

の誰
だれ

かに家
か

事
じ

がかたよりすぎていないかな？ みんなもできることを考
かんが

えてみよう。

女
おんな

だからとか、男
おとこ

だからということで役
やく

割
わり

を決
き

めずに、家
か

族
ぞく

で話
はな

し合
あ

って、
みんなが協

きょう

力
りょく

することで、それぞれが自
じ

分
ぶん

の好
す

なことをする時
じ

間
かん

ができるよ。

毎
まい

日
にち

、ゴミ出
だ

しをやっているよ。 洗
せん

濯
たく

物
もの

をたたむのはできそう！

？

洗
せん

濯
たく

物
もの

を干
ほ

したり、たたんだりするのは

食
しょく

事
じ

を作
つく

るのは

食
しょく

事
じ

の後
あと

片
かた

付
づ

けをするのは

部
へ

屋
や

のそうじをするのは

ゴミ出
だ

しをするのは



み
ん

なで
参画・

みんなで決めよ
う

家
庭や
社会
活動を両立させよう み

ん
な
が

かけ
がえの

ない命を大切に
し
よ
う

世

界の
人々
と力を合わせよう

男

女の
人権を大切にしよう

性
別
で

決め
られた

習慣やきまりを
見
直
そ
う

みんながしあわせに暮
く

らせる

大
た い

切
せ つ

な6つの〇
わ

坂戸市男女共同参画推進条例
第３条  基本理念

「みんなが主役　男女共同参画！」は、小学生に男女共同参画や男女平等につい
て考え、性別にとらわれずお互いを理解し、自分らしく成長してもらうことを願って
作成しました。

社会の中では、性別への固定的な考えから様々な場面で「女性だから」「男性だから」
という価値観や無意識の偏見で判断されることがあります。

大人が性別にとらわれない意識や考えを持ち行動をすることで、子どもたちが
お互いを認め合いそれぞれの能力や個性を発揮できるようになるのではないでしょうか。

このリーフレットを機会に子どもたちと一緒に「自分らしさ」、「互いを認め合うこと」
について考えてみませんか。

人権推進課 男女共生係

埼玉県立坂戸高等学校
イラスト・デザイン部

環境にやさしい植物インク使用

坂戸市千代田1-1-22
（勤労女性センター内）

049-281-3595

イラスト

坂 戸 市

令和５年３月発行

保護者のみなさまへ




